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　全日本印刷工業組合連合会（水上
光啓会長）は、IGAS2011会期中の
９月16日午後２時より、東京ビッ
クサイト会議棟において「全印工連
フォーラム2011」を開催する。
　第１部では､｢全印工連メッセージ」
として、業態変革推進企画室から７
年目を迎えた業態変革の集大成「業
態変革実践プラン総集編―全印工連
2012計画」を発表する。業界を取り
囲む環境は益々大きく変化している。
この変化に適応するための業態変革
の重要性はより高まっている。また、
印刷産業ビジョン研究会からは、印
刷業界と密接な関係にある印刷関連
業界と連携して、今後の対応につい
て、印刷関連業界全体の大きな視点
から､「印刷物の減少を抑える対応｣､
「印刷物を伸ばす対応」､「ソリュー
ション展開への対応」の３テーマに
ついて考察を行う。
　第２部の「海外企業研究セミ
ナー」では、米国印刷会社WILEN
社ダリンウィレン社長を招き、米国
印刷業界の現状からWILEN社の取り
組みとその戦略などを聞く。同社の、
マーケティング・サービスプロバイ
ダーとして大きく成長・躍進する実
態を学ぶまたとない機会となる。
　【開催概要】
　日時＝９月16日㈮午後２時～５時

　会場＝東京ビックサイト会議棟
　参加費＝１人3,000円(税込み)
　【スケジュール】
　▼第１部　全印工連メッセージ／

「業態変革実践プラン総集編―全印
工連2012計画」(業態変革推進企画室)、
「印刷関連業界と考えるこれからの
印刷産業」(印刷産業ビジョン研究会)。
　▼第２部　海外企業研究セミナー
／「米国印刷会社WILEN社の成長戦
略とその実態」WILEN社ダリン ウィ
レン社長。
　▼事前申し込みが必要。全印工連
FAX(03)3552-7727まで。

　印刷機材団体協議会は、NPO法人
クリーン・プリントと共催で、９月
18㈰午前10時より東京ビッグサイト
会議棟６階会議室において､「環境国
際フォーラム」を開催する。
　フォーラムは､イギリスで紙メディア
及び印刷における環境問題について
活動を行っているNPO法人Two Sides
の代表であるMartyn Eustase氏の講演
と、環境問題や多様なメディアにつ
いて造詣の深い方々によるシンポジ
ウムを行う。
　【開催概要】
　名称＝環境国際フォーラム「サス
ティナブル時代における紙メディア
の役割とは」
　日時＝9月18日㈰午前10時～12時30分
　場所＝東京ビッグサイト会議棟
　対象者＝印刷会社、印刷機材メー
カー、製紙会社などの印刷関連企業
及び一般企業などの経営者、CSR、
マーケティング担当者など。
　内容＝講演とシンポジウム

　主催＝NPO法人クリーン・プリン
ト、印刷機材団体協議会
　「このような講演シンポジウムを、
印刷に関わる多くの業種の企業が集
うIGAS期間中に開催することにより、
印刷の進むべき方向性について、関
連業界全体が意識を共有する機会に
なることを期待している」と、印刷機
材団体協議会ではコメントしている。

■先月号において、「愛知県印刷会館」
竣工の地鎮祭について、一部報告させて
いただきましたが、今月号ではその詳細を
お知らせいたします。完成は、来春１月半
ばです。完成までの模様を逐次写真など
で報告したいと思います。■本誌がお手
元に届く頃から盆休みが始まるかと思いま
す。節電対策の影響で、例年より多くの休
暇を取る企業もあろうかと思いますが、暑さ
に負けず、くれぐれも体調管理に気を付け
ていただきたいと思います。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　今、企業が求める人材とは即戦力であると言
われます。即戦力というと、高いスキル、専門
分野の知識、業務経験と言うのではなく、「自
分で考えて行動できる人」、「自分でものを考
えられる力、自律性」のできる即戦力性が求め
られています。これは自分自身の「行動原則」、
「自分のルール」を持っているかです。自分が
立てた目標をどのようにやり遂げた、どのよう
な戦略で対応したのか。そしてそれらの結果は
どうだったのか。自分のやり方は通用したのか。
通用しなかったとしたら、その原因は何なのか。
こういった考えを持っていたかが学生に求めら
れています。
　社会人としての基本ルールやマナー、仕事の
効率的な進め方、仕事に役立つ基本知識を習得、
能力の向上のみならず、組織におけるコミュ
ニケーション力、業務における最適なコミュ
ニケーション手段と方法等々自分でものを考
えられる要素を入れた様々な研修を企画し、い
かに積極的に個人を表現でき自律性を養い、ま
た、一人の人間として幸せな人生を歩んでいく
ために必要な「心の基礎力」の育成に重点を置
き、人間力を高めるセミナーを本年、組合事業
として国の新入社員助成金制度を利用し、延べ
30日（216時間）の教育訓練を実施してきまし
た。このセミナーも残すところフォローアップ
講習会を含め数日となり、すでに助成金を請求

（研修費用＋人件費用数ヶ月分）された企業も
あります。
　例年ですと１日もしくは２日の日程で「印刷
営業とは」など、一部の新入社員向けに行って
おりましたが、本年度は、規律・礼節から印刷
営業、制作者向け、製造担当者向けなど、すべ
ての新入社員の方に受けていただける内容にし、
企業負担を軽減すべく、助成金制度を利用でき
る様に、申請の手続きの手伝いも行わせていた
だきました。後半を残し、参加された組合企業
の皆さんに、新入社員の方が各セミナーに参加
された感想等の報告をさせていただきました。
　大震災以後の開催となり、人間力の大切さが
改めてクローズアップされ企業内での教育の重
要性が再認識される中での研修会となり、企業
に求められる社会人を育成し、より長く、より
優秀な人間を作り上げる手助けができたのでは
ないかと思います。本年度実施し、研修会での
反省点等を来年度に向け更にバージョンアップ
した研修会を実施していければと考えておりま
す。愛印工組のこの事業は、理事長をはじめ多
くの皆さんのご協力により開催し、全印工連で
も紹介され、次年度は、東印工組をはじめ、多
くの工組でも実施を計画されているとお聞きし
ております。次年度も当工組は実施予定してお
りますので、是非、ご参加いただきたいと思い
ます。

組合員にメリットを

副理事長　岡田　邦義

事務局だより

お知らせ
■「全印工連フォーラム2011」

「全印工連メッセージ」「海外研究セミナー」
９月16日東京ビックサイト会議棟

■「環境国際フォーラム」

「サスティナブル時代における紙メディアの役割とは」
９月18日東京ビッグサイト会議棟



　理事会・支部長会の司会は加藤修専務理事が務め
ました。
　冒頭挨拶に立った髙井昭弘理事長は、インキや紙
など諸資材の値上げ問題に言及し、「大変利益が上
がりにくい状況になってきます」と先行きに懸念を
表明。その上で「利益計画等を見直すなどして、健
全な経営をしていただきたいと思います」と要望し
ました。
　また、最近散見される印刷会社の倒産にふれ、
「社員を悲しませ、お客様に迷惑をかけ、仕入先様
に多大な損害を与えることは、終わりにしたいもの
だと思っています」と述べた上で、「終わりにする
ためには、やはり安値受注を自粛して、正しい取引
をするべきではないかと思っています」と正しい取
引の必要性を強調。そして、次のように挨拶を締め
括りました。
　「正しい取引をするためには経営力が必要になる
のですが、我々の業界はまだまだ経営力が不足して
いると思います。今後、そのような（経営力を高め
る）勉強会をどんどん開催していく予定です。支部
の皆様にも参加をお願いしたいと思っています」
　この後、髙井理事長を議長に議事の審議に入りま
した。
　■議事
　〈組合員の加入・脱退〉
　加入なし、脱退５社（組合員総数273社）。
　〈平成23年度委員会事業の件〉
　○組織・官公需委員会

　木野瀬吉孝副理事長が「明日（７月21日）県庁に
おもむき、最低制限価格制度の導入、ダンピング価
格の防止の申し入れを行います」と報告。また「県
だけでなく、各市でもダンピングが横行しています
ので、その元凶を絶たなくてはいけないと思ってい
ますので、きちんと務めさせていただきます」と決
意を述べました。
　組織に関しては「愛知県印刷会館の建設にとも
なって予算の立て方、組織の維持の仕方が問題に
なってきていますので、それもあわせて協議をし
ています」と報告しました。
　来年の新年互礼会（平成24年１月13日）に関し
ては「例年の講演会は中止とし、懇親会のみの開催
で準備を進めています」と報告しました。これは２
月の愛知県印刷会館の竣工を機に、新しい会館で日
本印刷技術協会と提携して、４日間にわたってセミ
ナーを集中的に開催するためです。
　○経営革新・環境委員会
　佐藤壽記委員長が、８月４日に開催する経営革新
セミナーの概要、そして第２回ポスターグランプリ
の概要、進捗状況を説明しました。その他、全印工
連が発刊した冊子『印刷産業経営羅針盤』（全印工
連発刊）の購読を要請しました。
　○マーケティング委員会
　鬼頭則夫委員長が、９月26日に主に営業担当者を
対象としたマーケティングセミナーを開催すると報
告。講師はカリスマ添乗員と言われる平田進也氏。
　○共済・労務委員会

　平成23年度７月期理事会（第３回）・支部長会（第１回）が、７月20日午後３時30分より、東
桜会館（名古屋市東区東桜２）で開催されました。理事会・支部長会では、平成23年度の委員
会事業及び各支部活動の内容が報告された他、愛知県印刷会館建設の件（資金計画）では、建
設にあたって「次世代が背負っていく『返済』という荷物を出来る限り軽減する」（会館建築主
の愛知県印刷協同組合・白井紘一理事長）という観点から『特別会費』（寄附）募集及び『愛知
県印刷協同組合ファンド』募集が決定されました。

　猪飼重太郎委員長が、９月10日開催予定の『従業
員・家族合同レクリエーション大会』の概要を説明
するとともに、参加を要請しました。また、中小企
業共済への加入状況を説明するとともに、組合財源
確保の観点からも多くの加入を要請しました。なお、
愛知県中小企業共済協同組合の担当者が『経営者医
療共済』の内容、特典について説明しました。
　○教育委員会
　松岡祐司委員長が、平成23年度技能検定試験（実
技試験、学科試験対策学習会、学科試験）のスケ
ジュールを説明。
　新入社員研修会については、７月29日に『コミュ
ニケーションスキル・フォローアップセミナー』を
開催することから、参加を要請しました。
　また、松岡委員長が講師となって実施している
『見える化』セミナーの状況を説明するとともに、
IGAS2011期間中の９月20日、全印工連の教育・労
務専門委員会が『見える化』のパネルディスカッ
ションを開催することを明らかにしました。
　この他、８月８日に開催する『Adobe CS5テクニ
カルセミナー』の概要を説明しました。
　〈平成23年度地区協上期会議報告〉
　去る６月17日に開催された中部地区印刷協議会・
平成23年度上期会議（岐阜県会議）の分科会（経営
革新・マーケティング、環境、組織・共済、教育・
労務、取引公正化、理事長会）で討議された内容が
報告されました。
　〈各支部の平成23年度活動計画及び報告〉
　各支部の支部長（代理を含む）が活動内容、今後
の活動計画などを報告しました。
　〈愛知県印刷会館建設の件〉
　愛知県印刷会館の建築主である愛知県印刷協同組
合の白井紘一理事長が、建設概要、建設費用、資金
計画を説明しました。このうち、資金計画に関連し
て、「次世代が背負っていく『返済』という荷物を、
出来る限り軽減する」（白井理事長）という観点か
ら、「特別会費」（寄附）募集及び「愛知県印刷協
同組合ファンド」募集を提議、承認されました。
　○特別会費（寄附）
　一口の金額５万円／目標金額１千万円／申込み締
切８月25日
　○愛知県印刷協同組合ファンド
　愛知県印刷協組組合員（会社あるいは経営者のい
ずれも可）／一口100万円／募集口数50口／上限５
口／年利1.0％／ファンドの期間10年／申込み期日

　平成23年度春の叙勲・褒章で、『旭日小綬章』

を受章した岩田宗雄氏（元愛知県印刷工業組合理事

長）の旭日小綬章伝達式が、７月22日午前11時15分

より、愛知県庁西庁舎で執り行なわれ、愛知県産業

労働部の杉浦健二次長より、岩田氏に旭日小綬章及

び表彰状が伝達されました。

　岩田氏は、愛知県印刷工業組合理事長、全日本印

刷工業組合連合会副会長、中部地区印刷協議会会長

などの要職を歴任。印刷業界の発展と地位向上に大

きな役割を果たしました。（写真中央が岩田氏）

12月１日
　〈全印工連フォーラムの件〉
　髙井理事長が、『全印工連フォーラム2011』（９
月16日午後２時より／東京ビックサイト会議棟）の
概要を説明、参加を要請した。
　■今後の主な活動計画
　○従業員・家族合同レクリエーション大会＝９月
10日／長浜ウォーキングと竜王ぶどう狩り
　○マーケティングセミナー＝９月26／講師は平田
進也氏
　○Adobe CS5特別ライセンス新規会員募集説明会
＝９月30日(予定／詳細は全印工連とアドビ社で調整中)
　○永年勤続優良従業員表彰＝表彰日11月1日／伝
達式10月31日／申請締切９月９日
　○平成23年度後期　鉛・有機溶剤取扱者健康診断
＝９月頃募集開始
　○第２回ポスターグランプリ入賞・入選作品展示
及び表彰式＝展示会11月１日～11月６日・愛知県
美術館ギャラリー展示室Ａ／表彰式11月３日午前10
時30分開会・愛知県芸術文化センター12階アートス
ペースＡ

－ 4 － － 5 －

●７月期理事会・支部長会

愛知県印刷会館建設の資金計画報告
特別会費と協組ファンド募集を決定

岩田宗雄氏に『旭日小綬章』伝達

挨拶する髙井理事長



　理事会・支部長会の司会は加藤修専務理事が務め
ました。
　冒頭挨拶に立った髙井昭弘理事長は、インキや紙
など諸資材の値上げ問題に言及し、「大変利益が上
がりにくい状況になってきます」と先行きに懸念を
表明。その上で「利益計画等を見直すなどして、健
全な経営をしていただきたいと思います」と要望し
ました。
　また、最近散見される印刷会社の倒産にふれ、
「社員を悲しませ、お客様に迷惑をかけ、仕入先様
に多大な損害を与えることは、終わりにしたいもの
だと思っています」と述べた上で、「終わりにする
ためには、やはり安値受注を自粛して、正しい取引
をするべきではないかと思っています」と正しい取
引の必要性を強調。そして、次のように挨拶を締め
括りました。
　「正しい取引をするためには経営力が必要になる
のですが、我々の業界はまだまだ経営力が不足して
いると思います。今後、そのような（経営力を高め
る）勉強会をどんどん開催していく予定です。支部
の皆様にも参加をお願いしたいと思っています」
　この後、髙井理事長を議長に議事の審議に入りま
した。
　■議事
　〈組合員の加入・脱退〉
　加入なし、脱退５社（組合員総数273社）。
　〈平成23年度委員会事業の件〉
　○組織・官公需委員会

　木野瀬吉孝副理事長が「明日（７月21日）県庁に
おもむき、最低制限価格制度の導入、ダンピング価
格の防止の申し入れを行います」と報告。また「県
だけでなく、各市でもダンピングが横行しています
ので、その元凶を絶たなくてはいけないと思ってい
ますので、きちんと務めさせていただきます」と決
意を述べました。
　組織に関しては「愛知県印刷会館の建設にとも
なって予算の立て方、組織の維持の仕方が問題に
なってきていますので、それもあわせて協議をし
ています」と報告しました。
　来年の新年互礼会（平成24年１月13日）に関し
ては「例年の講演会は中止とし、懇親会のみの開催
で準備を進めています」と報告しました。これは２
月の愛知県印刷会館の竣工を機に、新しい会館で日
本印刷技術協会と提携して、４日間にわたってセミ
ナーを集中的に開催するためです。
　○経営革新・環境委員会
　佐藤壽記委員長が、８月４日に開催する経営革新
セミナーの概要、そして第２回ポスターグランプリ
の概要、進捗状況を説明しました。その他、全印工
連が発刊した冊子『印刷産業経営羅針盤』（全印工
連発刊）の購読を要請しました。
　○マーケティング委員会
　鬼頭則夫委員長が、９月26日に主に営業担当者を
対象としたマーケティングセミナーを開催すると報
告。講師はカリスマ添乗員と言われる平田進也氏。
　○共済・労務委員会

　平成23年度７月期理事会（第３回）・支部長会（第１回）が、７月20日午後３時30分より、東
桜会館（名古屋市東区東桜２）で開催されました。理事会・支部長会では、平成23年度の委員
会事業及び各支部活動の内容が報告された他、愛知県印刷会館建設の件（資金計画）では、建
設にあたって「次世代が背負っていく『返済』という荷物を出来る限り軽減する」（会館建築主
の愛知県印刷協同組合・白井紘一理事長）という観点から『特別会費』（寄附）募集及び『愛知
県印刷協同組合ファンド』募集が決定されました。

　猪飼重太郎委員長が、９月10日開催予定の『従業
員・家族合同レクリエーション大会』の概要を説明
するとともに、参加を要請しました。また、中小企
業共済への加入状況を説明するとともに、組合財源
確保の観点からも多くの加入を要請しました。なお、
愛知県中小企業共済協同組合の担当者が『経営者医
療共済』の内容、特典について説明しました。
　○教育委員会
　松岡祐司委員長が、平成23年度技能検定試験（実
技試験、学科試験対策学習会、学科試験）のスケ
ジュールを説明。
　新入社員研修会については、７月29日に『コミュ
ニケーションスキル・フォローアップセミナー』を
開催することから、参加を要請しました。
　また、松岡委員長が講師となって実施している
『見える化』セミナーの状況を説明するとともに、
IGAS2011期間中の９月20日、全印工連の教育・労
務専門委員会が『見える化』のパネルディスカッ
ションを開催することを明らかにしました。
　この他、８月８日に開催する『Adobe CS5テクニ
カルセミナー』の概要を説明しました。
　〈平成23年度地区協上期会議報告〉
　去る６月17日に開催された中部地区印刷協議会・
平成23年度上期会議（岐阜県会議）の分科会（経営
革新・マーケティング、環境、組織・共済、教育・
労務、取引公正化、理事長会）で討議された内容が
報告されました。
　〈各支部の平成23年度活動計画及び報告〉
　各支部の支部長（代理を含む）が活動内容、今後
の活動計画などを報告しました。
　〈愛知県印刷会館建設の件〉
　愛知県印刷会館の建築主である愛知県印刷協同組
合の白井紘一理事長が、建設概要、建設費用、資金
計画を説明しました。このうち、資金計画に関連し
て、「次世代が背負っていく『返済』という荷物を、
出来る限り軽減する」（白井理事長）という観点か
ら、「特別会費」（寄附）募集及び「愛知県印刷協
同組合ファンド」募集を提議、承認されました。
　○特別会費（寄附）
　一口の金額５万円／目標金額１千万円／申込み締
切８月25日
　○愛知県印刷協同組合ファンド
　愛知県印刷協組組合員（会社あるいは経営者のい
ずれも可）／一口100万円／募集口数50口／上限５
口／年利1.0％／ファンドの期間10年／申込み期日

　平成23年度春の叙勲・褒章で、『旭日小綬章』

を受章した岩田宗雄氏（元愛知県印刷工業組合理事

長）の旭日小綬章伝達式が、７月22日午前11時15分

より、愛知県庁西庁舎で執り行なわれ、愛知県産業

労働部の杉浦健二次長より、岩田氏に旭日小綬章及

び表彰状が伝達されました。

　岩田氏は、愛知県印刷工業組合理事長、全日本印

刷工業組合連合会副会長、中部地区印刷協議会会長

などの要職を歴任。印刷業界の発展と地位向上に大

きな役割を果たしました。（写真中央が岩田氏）

12月１日
　〈全印工連フォーラムの件〉
　髙井理事長が、『全印工連フォーラム2011』（９
月16日午後２時より／東京ビックサイト会議棟）の
概要を説明、参加を要請した。
　■今後の主な活動計画
　○従業員・家族合同レクリエーション大会＝９月
10日／長浜ウォーキングと竜王ぶどう狩り
　○マーケティングセミナー＝９月26／講師は平田
進也氏
　○Adobe CS5特別ライセンス新規会員募集説明会
＝９月30日(予定／詳細は全印工連とアドビ社で調整中)
　○永年勤続優良従業員表彰＝表彰日11月1日／伝
達式10月31日／申請締切９月９日
　○平成23年度後期　鉛・有機溶剤取扱者健康診断
＝９月頃募集開始
　○第２回ポスターグランプリ入賞・入選作品展示
及び表彰式＝展示会11月１日～11月６日・愛知県
美術館ギャラリー展示室Ａ／表彰式11月３日午前10
時30分開会・愛知県芸術文化センター12階アートス
ペースＡ
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●７月期理事会・支部長会

愛知県印刷会館建設の資金計画報告
特別会費と協組ファンド募集を決定

岩田宗雄氏に『旭日小綬章』伝達

挨拶する髙井理事長



　新しい印刷会館の竣工に向け、６月29日午前10時
より、地鎮祭が執り行われました。
　地鎮祭には、建築主である愛知県印刷協同組合の
白井紘一理事長、同協組の建設委員会、財務運営特
別委員会のメンバー、それに愛知県印刷工業組合の
髙井昭弘理事長はじめ三役などが出席、工事の安全
と無事な竣工を祈願しました。
　地鎮祭の地鎮の儀のうち、苅初（かりぞめ）の儀
では、白井理事長が盛砂に差してある忌草に斎鎌を
入れました。また、玉串奉奠では、白井理事長はじ
め出席者一同が、玉串を神前に捧げました。
　地鎮祭の後、直会（なおらい）が執り行われ、出
席者一同が御神酒で乾杯し、一連の儀式は終了した。
　なお、終了にあたって白井理事長が挨拶に立ち、
出席者に感謝の意を表した後､｢思い起こせば､この
建物をどうするかということで､10年近く協議を重
ねてきました｣と前置きした上で､｢その結果として､
今日､このような形で（地鎮祭を）迎えることがで
きました｡後戻りはできません｡“前へ進むのみ”と
思っています。私どもは､髙井（愛印工理事長）さ
んと２人で一生懸命やってきました。この後､どの
ような形にするかは、会館の運営だけではなく、組
合の運営を含め､若い皆様方でぜひご検討をいただ
きたいと思っています」と､次世代に期待を表明し
ました。そして､｢一番願うことは安全第一です。絶
対に（建設中に）事故を起こしてはなりません｣と
建設関係者に安全を要請した。
　（「愛知県印刷会館」は仮称であり、竣工までに
新しい名称が検討、決定される予定）
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新しい印刷会館竣工に向け地鎮祭
白井理事長（愛知県印刷協組）らが安全を祈願

完成は
来春１月中半

地鎮の儀で盛砂の忌草を刈る白井理事長

(上)「愛知県印刷会館」（仮称）地鎮祭
(中)玉串奉奠で拍手を打つ髙井理事長
(下)地鎮祭に出席した愛知印刷協組、愛印工役員ら

■｢愛知県印刷会館｣建物概要（予定）

　鉄骨造、地上4階建

　建設面積75坪(247・95㎡)

　延床面積289.25坪(956.20㎡)

　1階：愛知県印刷工業組合

　2階：全国印刷工業健康保険組合・東海支部

　3階：中部印刷工業厚生年金基金

　4階：貸事務所

　(建物前に駐車場完備)
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　中部地区印刷協議会23年度上期会議（岐阜県会
議）が、６月17、18の両日岐阜市の岐阜グランド
ホテルにおいて開催されました。その詳細（全印工
連・平成23年度事業計画／基本方針と実施事業な
ど）については前号において報告しましたので、今
号では、分科会の模様について報告します。

　「経営羅針盤」の解説セミナーへの関心が高く、
委員会参加メンバーの全員が、地元で開催したいと
の意見がありました。
　この「経営羅針盤」には、経営者に必要な経営基
盤の強化を目指したポイントが取り込まれています。
「事業戦略」、「収益構造」、「マネージメント」
など、実践できる内容は経営に役立てることができ、
こうしたことは、組合のメリットにも繋がって行く
と思われます。
　また、全印工連では、従来の受注産業的な印刷経
営から脱皮し、顧客の問題解決策を様々な角度から
提案する「ソリューション・プロバイダー」の役割
を実践している、社員20人規模の組合員企業をピッ
クアップし、紹介する機会を設けていく、との報告
がありました。

自治体の内容が異なるため、状況確認が必要だと思
います。また、環境改善対策は、コスト削減にも大
きな効果があります。例えば、電力デマンド（電気
使用量の監視ソフト）の活用、エコ運転によるCO2
削減、５S活動なども有効です。これらを各県工組
で積極的に啓蒙していけば相当な効果がでるのでは
ないでしょうか？さらに、カーボンフットプリント
制度への対応も今後の重要な課題です。内容が複雑
な面もありますが、将来的には顧客から要望がでて
くると思われますので、早急な対応が必要でしょう。

セミナーを名古屋で行います。また、９月には新規
募集の説明会も開きます。

だけでなく、外部に向け業界の現状などを伝えるた
め、全印工連の広報事業をより強化すべきとの要望
がありました。

－ 8 － － 9 －

■経営革新
　・マーケティング委員会

吉田克也副委員長（石川県工組）

　グリーン購入法については、東日本大震災の影響
で一定の配慮がなされている部分はありますが、各

■環境委員会

山添克治委員長（三重県工組）

　「誰も読まないパンフレットを送る」、「営業は
保険会社任せ」といった共済活動から脱却し、短期
集中で効果の上がる取り組みを進めることが必要に
なります。そのためには、やみ雲に全組合員を回る
のではなく、「この会社にはこの保険が最適」とい
う分析を行い、我々と保険会社が一緒になって回る
ことが必要です。例えば、まず、委員長がアポイン
トを取ります。保険会社の営業マンにも、県工組推
薦の名刺を作ってもらいます。パンフレットも要点
を絞った、わかりやすいものにします。富山県工組
では、今年３月にこの方法で動き、１回の訪問で人
数にして250名の生命保険加入に成功しました。

■組織・共済委員会

楠 行博委員長（富山県工組）

　官公需における最低制限価格の導入では、岐阜
県工組では、昨年からの試行錯誤を経て、今年９月
からの正式導入が決定しました。三重県工組も今年
10月に正式導入の予定です。愛知県工組は導入に向
けた交渉を継続中です。石川県工組では組合が要望
した仕様書フォーマットを今年度から県が採用しま
した。仕様書については、「帳票類、ページ物など、
カテゴリー別に、全国共通のフォーマットを全印工
連で作成することで、官公庁との様々な交渉で主導
権を握れるのではないか」との意見がありました。
　また、著作権に関して、富山県工組では、県が発
注者側の不当な著作権要求の禁止などを盛り込んだ
手引書を作成しました。この問題も解決が容易でな
いため、全印工連で組織的な対応を進める必要があ
ります。ただし、それだけに頼るのではなく、各県
で独自交渉することが重要になります。

■取引公正化委員会

鈴木岳志委員長（岐阜県工組）

　愛知県工組では、国の助成金を活用した新入社員
研修を実施、希望があれば今後、各県工組との共同
開催も進めたいとの意見がありました。また、内部

■理事長会

東澤光明理事長（富山県工組）

　全印工連では、原価管理を行い社内で共有する
「見える化」の推進セミナーを全国で開催します。
これについては、愛知県工組で、今年２月にパネル
ディスカッションを行いましたが、参加者から「実
際にどう取り組めばいいのか」との質問がでました。
具体的な手法は各社で異なりますが、まずは、社員
に日報を提出させ、管理システムを落とし込みます。
制作にかかった時間と見積もり金額とのバランスを
考えることが重要になります。アドビシステムズと
の契約でアドビCS5を割安に提供する「特別ライセ
ンスプログラム」では、今年８月にアフターケアの

■教育・労務委員会

松岡祐司委員長（愛知県工組）

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
事業・行事 平成23年度　教育事業
 技能検定　学科試験対策学習会
ところ ウインクあいち　12階
 １級「1208会議室」
 ２級「1209会議室」
定員　１級：25人　２級：30人　
参加費：＠￥4,200
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会
 長浜地区ウオーキングとアグリパーク
 竜王でのぶどう狩り（日帰りバス旅行）
※詳細はホームページに掲載
事業・行事 マーケティングセミナー
 「浪速のカリスマ添乗員に学ぶマーケ
 ティングの極意」
 講師 平田進也様（㈱日本旅行 西日
 本営業部営業推進事業部 部長）
ところ 名古屋会議室
 宝第一伏見中央店（宝第一ビル2階）
参加費：組合員　各社　1人目@¥4,000
  2人目から@¥3,000 
 　　  一般　1人　@¥5,000
事業・行事 平成23年度
 永年勤続優良従業員表彰伝達式
ところ 未定
会長及び理事長表彰（10年以上表彰）
県知事表彰（15年表彰）

8月27日㈯
13:00～
　　16:30

9月10日㈯

9月26日㈪
18:30～
　　20:00

10月31日㈪
11:00～
　　12:00

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 平成23年度
 中部支部  夏季印刷技術セミナー
ところ ウインクあいち　12階「1203会議室」
会費7,000円
（3人以上ご参加の企業は一人6,000円）

8月27日㈯
13:30～
　　16:55

中部地区印刷会議23年度上期会議（岐阜県会議）中部地区印刷会議23年度上期会議（岐阜県会議）

分科会報告分科会報告



　中部地区印刷協議会23年度上期会議（岐阜県会
議）が、６月17、18の両日岐阜市の岐阜グランド
ホテルにおいて開催されました。その詳細（全印工
連・平成23年度事業計画／基本方針と実施事業な
ど）については前号において報告しましたので、今
号では、分科会の模様について報告します。

　「経営羅針盤」の解説セミナーへの関心が高く、
委員会参加メンバーの全員が、地元で開催したいと
の意見がありました。
　この「経営羅針盤」には、経営者に必要な経営基
盤の強化を目指したポイントが取り込まれています。
「事業戦略」、「収益構造」、「マネージメント」
など、実践できる内容は経営に役立てることができ、
こうしたことは、組合のメリットにも繋がって行く
と思われます。
　また、全印工連では、従来の受注産業的な印刷経
営から脱皮し、顧客の問題解決策を様々な角度から
提案する「ソリューション・プロバイダー」の役割
を実践している、社員20人規模の組合員企業をピッ
クアップし、紹介する機会を設けていく、との報告
がありました。

自治体の内容が異なるため、状況確認が必要だと思
います。また、環境改善対策は、コスト削減にも大
きな効果があります。例えば、電力デマンド（電気
使用量の監視ソフト）の活用、エコ運転によるCO2
削減、５S活動なども有効です。これらを各県工組
で積極的に啓蒙していけば相当な効果がでるのでは
ないでしょうか？さらに、カーボンフットプリント
制度への対応も今後の重要な課題です。内容が複雑
な面もありますが、将来的には顧客から要望がでて
くると思われますので、早急な対応が必要でしょう。

セミナーを名古屋で行います。また、９月には新規
募集の説明会も開きます。

だけでなく、外部に向け業界の現状などを伝えるた
め、全印工連の広報事業をより強化すべきとの要望
がありました。

－ 8 － － 9 －

■経営革新
　・マーケティング委員会

吉田克也副委員長（石川県工組）

　グリーン購入法については、東日本大震災の影響
で一定の配慮がなされている部分はありますが、各

■環境委員会

山添克治委員長（三重県工組）

　「誰も読まないパンフレットを送る」、「営業は
保険会社任せ」といった共済活動から脱却し、短期
集中で効果の上がる取り組みを進めることが必要に
なります。そのためには、やみ雲に全組合員を回る
のではなく、「この会社にはこの保険が最適」とい
う分析を行い、我々と保険会社が一緒になって回る
ことが必要です。例えば、まず、委員長がアポイン
トを取ります。保険会社の営業マンにも、県工組推
薦の名刺を作ってもらいます。パンフレットも要点
を絞った、わかりやすいものにします。富山県工組
では、今年３月にこの方法で動き、１回の訪問で人
数にして250名の生命保険加入に成功しました。

■組織・共済委員会

楠 行博委員長（富山県工組）

　官公需における最低制限価格の導入では、岐阜
県工組では、昨年からの試行錯誤を経て、今年９月
からの正式導入が決定しました。三重県工組も今年
10月に正式導入の予定です。愛知県工組は導入に向
けた交渉を継続中です。石川県工組では組合が要望
した仕様書フォーマットを今年度から県が採用しま
した。仕様書については、「帳票類、ページ物など、
カテゴリー別に、全国共通のフォーマットを全印工
連で作成することで、官公庁との様々な交渉で主導
権を握れるのではないか」との意見がありました。
　また、著作権に関して、富山県工組では、県が発
注者側の不当な著作権要求の禁止などを盛り込んだ
手引書を作成しました。この問題も解決が容易でな
いため、全印工連で組織的な対応を進める必要があ
ります。ただし、それだけに頼るのではなく、各県
で独自交渉することが重要になります。

■取引公正化委員会

鈴木岳志委員長（岐阜県工組）

　愛知県工組では、国の助成金を活用した新入社員
研修を実施、希望があれば今後、各県工組との共同
開催も進めたいとの意見がありました。また、内部

■理事長会

東澤光明理事長（富山県工組）

　全印工連では、原価管理を行い社内で共有する
「見える化」の推進セミナーを全国で開催します。
これについては、愛知県工組で、今年２月にパネル
ディスカッションを行いましたが、参加者から「実
際にどう取り組めばいいのか」との質問がでました。
具体的な手法は各社で異なりますが、まずは、社員
に日報を提出させ、管理システムを落とし込みます。
制作にかかった時間と見積もり金額とのバランスを
考えることが重要になります。アドビシステムズと
の契約でアドビCS5を割安に提供する「特別ライセ
ンスプログラム」では、今年８月にアフターケアの

■教育・労務委員会

松岡祐司委員長（愛知県工組）

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
事業・行事 平成23年度　教育事業
 技能検定　学科試験対策学習会
ところ ウインクあいち　12階
 １級「1208会議室」
 ２級「1209会議室」
定員　１級：25人　２級：30人　
参加費：＠￥4,200
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会
 長浜地区ウオーキングとアグリパーク
 竜王でのぶどう狩り（日帰りバス旅行）
※詳細はホームページに掲載
事業・行事 マーケティングセミナー
 「浪速のカリスマ添乗員に学ぶマーケ
 ティングの極意」
 講師 平田進也様（㈱日本旅行 西日
 本営業部営業推進事業部 部長）
ところ 名古屋会議室
 宝第一伏見中央店（宝第一ビル2階）
参加費：組合員　各社　1人目@¥4,000
  2人目から@¥3,000 
 　　  一般　1人　@¥5,000
事業・行事 平成23年度
 永年勤続優良従業員表彰伝達式
ところ 未定
会長及び理事長表彰（10年以上表彰）
県知事表彰（15年表彰）

8月27日㈯
13:00～
　　16:30

9月10日㈯

9月26日㈪
18:30～
　　20:00

10月31日㈪
11:00～
　　12:00

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 平成23年度
 中部支部  夏季印刷技術セミナー
ところ ウインクあいち　12階「1203会議室」
会費7,000円
（3人以上ご参加の企業は一人6,000円）

8月27日㈯
13:30～
　　16:55

中部地区印刷会議23年度上期会議（岐阜県会議）中部地区印刷会議23年度上期会議（岐阜県会議）

分科会報告分科会報告



　●何故予防保全が必要か

　小森が行っている予防保全活動
（KPM・小森式予防保全）は何のた
めに行っているのか－。KPMは予防医
学を適応して開発してきたものである。
予防医学は何のために行うのかという
と、「病気をしないで、長生きするた
め」である。だから、KPMは、①突発
故障を無くして、②マシンライフを伸
ばす活動である。
　何故、病気をしないで長生きをした
いか、と問うて、ただ心臓が動いてい
ればよいという人はいない。素晴らし
い人生を謳歌したいから、健康でいた
い。印刷機も同じである。③品質、生
産性、利益を実現するためである。こ
の３つの目的をどのようにして実現し
たかということを、いくつかの会社の
例を紹介する。

　●王子パッケージング㈱の例
　東京にあるパッケージ会社の例
である。王子パッケージング㈱では、
2005年８月からOPI（Oji Packaging 
Profit Innovation・王子パッケージ利
益改革）活動を展開している。
　OPIを開始し、５台の機械の休転時

間を２年後に測った。５台で発生件数
が90件であった件数は122件に増え
たが、時間が52％に減った。１件当
たり96分であったのが、37分に削減
された。機械が突然止まると機械メー
カーの修理が来るまで待っている。そ
の上で修理する。とても37分では無理
である。修理時間が長いのは突発故障
でメーカー修理が多いということであ
る。短いということは、自分たちで治
している。つまり、今までオペレータ
が気付かず、突然ドカンときていた修
理から、予測して自分たちで直すこと
ができるようになった。それが数字に
表れている。
　それが結果として、生産性、売上に
どのように影響したかは、スピードが
12％アップし、準備時間は20％近く
マイナスしている。停止率、休転率も
10％以上マイナスしている。しかも小
ロット化が急激に進行し、平均セット
サイズは20％位マイナスしている。こ
うした条件の中で、生産性を向上させ
ているのだ。
　現場では５つの小集団チームを作っ
て、それぞれ２人の担当を付け、月
１回発表会を行いながら活動してい
る。目標をかかげ、それが実現されて

いるのかを数値でつかみ、対策を行っ
てきた。例えば、準備時間短縮のチー
ムが作ったものを見ると、当月のテー
マ、実施状況、当月の問題点、そし
て、準備時間はどのように変わってき
たかをグラフで追っかけている。８月
の準備時間短縮の実施内容を例にとる
と、まず、ブラン洗浄機で洗浄後、手
洗いをしない。そして、水棒の調子が
悪いので修理をする、と書いてある。
そしてもう一つ、汚れ防止の講習会を
する、とある。この３つが準備時間短
縮の対策になっている。初めが作業の
問題、次が機械の問題、３つめが技術
の問題である。一般的には時間短縮す
るとなると、まず機械にいく。「機械
が悪い、だからダメだ」となるが、ほ
とんどの現場はこれだけで終わること
が多い。機械を直せば直後に効果はで
るが、準備時間の短縮を継続させるの
は無理である。ここで一番大事なのは、
自分たちの作業内容をもう一度考え直
す。そして、常に自分たちの状態を一
つ上のレベルから見つめ直すことであ
る。そのためには、勉強をして自分の
技術、知識をもう一段高めないといけ
ない。
　つまり機械、作業、技術の３点を
セットで実施したからこそ、継続的な
成果を上げることができた。技術や知
識を高める勉強を、「しない」、「さ
せない」、「与えない」現場は、決し
て変わらない。

　●㈱第一印刷所の例
　㈱第一印刷所は新潟県に本社を置く
総合印刷会社である。その最大の特徴
は、枚葉機13台、輪転機３台、フォー
ム輪転機８台、平台２台、製本機35
台、封入機器18台、印刷付帯機器22
台、その他、多数の機械を稼動させて

－ 10 －

いる。製造部全体で活動し、成果を上
げた点を紹介する。
　まず、修繕費を１年後に500万円
以上削減した。この修繕費はほとんど
が年間計画によって予算化されている。
例えば、ローラ、ジャケット、UVラ
ンプ、ドライヤー、触媒などは定期的
に交換される。その中に突発修理予算
700万円を組み込んでいる。その修
繕費が、予防保全活動を行ったら500
万円以上削減したのは何故か―。機
械停止時間と停止件数の変化を見る
と、時間比で47・2％削減し、件数で
は21・4％減。件数よりも時間が大幅
に減っている。１件当たりの機械停止
時間は33％も減っているのだ。つま
り王子パッケージのデータと同じよう
に、突発修理が激減した。突発故障予
算700万円を使う件数が少なくなった
のだ。しかも、計画修理をする場合で
も機械状態が良いので費用も少なくて
済む。これが700万円以上削減しえた
根拠である。
　そして、予防保全活動の３つめの
目標である生産性、品質がどうなった
か－。同社では、回転数などをパーセ
ントで示すようになっている。印刷物
によって、最高速で刷れるものもあれ
ば、10,000回転でしか刷れないも
のもある。仕事によって回転数を決め、
その回転数で印刷したら100％とす
る。枚葉機部門での16ヶ月間の平均は、
105・3％である。さらに事故率は製
造部全体で見ると、６％削減している。
　では、どのような活動を行ったか－。
メンテナンス・チェックシートは「保
守点検作業予定・実施確認表」となっ
ている。この「作業予定・実施確認」
というところがポイントである。月間
スケジュール表には、保守点検作業

予定が毎日、毎週、毎月ごとに数項目
書かれている。その横には所要時間が
書いてある。そして、日付の欄に丸が
ある。その日にメンテナンスを行うよ
うに予定があらかじめスケジュール化
されている。そして、メンテナンスを
行ったら、その丸に確認チェックを入
れる。メンテナンスには時間が必要で
ある。このように、工程管理に入れな
いとほとんどできない。何故ならば、
仕事は次々に入ってくるからである。
そのために結局後回しとなり、行った
ふりをしてごまかすことになる。
　メンテナンスを行っていくと、人
によりバラツキがでてくる。これは
必ずある。メンテナンスは具体的活動
であり、保全技術の差が出てくるから
である。それゆえ、基本作業・作業方
法を統一しマニュアル化している。さ
らに各機械には設備表示板が貼ってあ
り、メンテナンスに起因する印刷事故
が１ヶ月間なければ丸が付く。１年間
無事故であれば黄色い星が付くように
なっている。罰則規定はないが、全部
の機械に貼ってあるので、担当機長は
丸がないとみっともないと感じる。現
場のモチベーション高揚に大きな効果
を上げているが、その秘訣は、印刷事
故の中のメンテナンスに要因を限定し、
それを「見える化」したことである。

　当時の現場のトップは「突発故障を
少なくすることを狙っています。やる
ことをやっていれば、メーカーを呼ぶ
ような事故にはなりません。そのため
にはお金も時間もかかりますが、それ
を無くして、計画生産と品質アップは
ありません」と語っている。
　管理職の方は、もう一度自分の仕事
は何だろうか考えていただきたい。つ
まり、人、物、金、時間、情報をどの
ように投資するかである。よく、「時
間がなくて…」、「メンテナンスの時
間なんてないよ」との言葉を聞く。し
かしどの会社も時間は同じだけしかな
い。第一印刷所だけ25時間あるわけ
ではない。問題は重要度が低いという
だけの話である。だから、メンテナン
スの時間がないというのは、メンテナ
ンスをやる気持ちがないということの
いい換えでしかない。この活動は１日、
２日では効果がでない。最低１年、普
通は２年ぐらいかかる。そこまで先を
見れるかである。

　●土山印刷㈱の事例
　土山印刷㈱は、今年100年を迎え
た老舗の会社であるが、2006年に
新工場を建て、最新のデジタル工場
をスタートさせた。同年11月にリス
ロンS440（菊全判４色機）を導入。

－ 11 －

●愛知県印刷工業組合・印刷機予防保全セミナーより

印刷機械の予防保全
～その事例と改善のポイント～

講師：川名茂樹
　 　㈱小森コーポレーション 予防保全チーフアドバイザー

（５年５月度をベンチマーク：BM とし、５年８月から活動開始）

㈱第一印刷所／製造本部の修繕費用比較表

突発故障時間・件数の比較表

機械故障による休転時間比較



　●何故予防保全が必要か

　小森が行っている予防保全活動
（KPM・小森式予防保全）は何のた
めに行っているのか－。KPMは予防医
学を適応して開発してきたものである。
予防医学は何のために行うのかという
と、「病気をしないで、長生きするた
め」である。だから、KPMは、①突発
故障を無くして、②マシンライフを伸
ばす活動である。
　何故、病気をしないで長生きをした
いか、と問うて、ただ心臓が動いてい
ればよいという人はいない。素晴らし
い人生を謳歌したいから、健康でいた
い。印刷機も同じである。③品質、生
産性、利益を実現するためである。こ
の３つの目的をどのようにして実現し
たかということを、いくつかの会社の
例を紹介する。

　●王子パッケージング㈱の例
　東京にあるパッケージ会社の例
である。王子パッケージング㈱では、
2005年８月からOPI（Oji Packaging 
Profit Innovation・王子パッケージ利
益改革）活動を展開している。
　OPIを開始し、５台の機械の休転時

間を２年後に測った。５台で発生件数
が90件であった件数は122件に増え
たが、時間が52％に減った。１件当
たり96分であったのが、37分に削減
された。機械が突然止まると機械メー
カーの修理が来るまで待っている。そ
の上で修理する。とても37分では無理
である。修理時間が長いのは突発故障
でメーカー修理が多いということであ
る。短いということは、自分たちで治
している。つまり、今までオペレータ
が気付かず、突然ドカンときていた修
理から、予測して自分たちで直すこと
ができるようになった。それが数字に
表れている。
　それが結果として、生産性、売上に
どのように影響したかは、スピードが
12％アップし、準備時間は20％近く
マイナスしている。停止率、休転率も
10％以上マイナスしている。しかも小
ロット化が急激に進行し、平均セット
サイズは20％位マイナスしている。こ
うした条件の中で、生産性を向上させ
ているのだ。
　現場では５つの小集団チームを作っ
て、それぞれ２人の担当を付け、月
１回発表会を行いながら活動してい
る。目標をかかげ、それが実現されて

いるのかを数値でつかみ、対策を行っ
てきた。例えば、準備時間短縮のチー
ムが作ったものを見ると、当月のテー
マ、実施状況、当月の問題点、そし
て、準備時間はどのように変わってき
たかをグラフで追っかけている。８月
の準備時間短縮の実施内容を例にとる
と、まず、ブラン洗浄機で洗浄後、手
洗いをしない。そして、水棒の調子が
悪いので修理をする、と書いてある。
そしてもう一つ、汚れ防止の講習会を
する、とある。この３つが準備時間短
縮の対策になっている。初めが作業の
問題、次が機械の問題、３つめが技術
の問題である。一般的には時間短縮す
るとなると、まず機械にいく。「機械
が悪い、だからダメだ」となるが、ほ
とんどの現場はこれだけで終わること
が多い。機械を直せば直後に効果はで
るが、準備時間の短縮を継続させるの
は無理である。ここで一番大事なのは、
自分たちの作業内容をもう一度考え直
す。そして、常に自分たちの状態を一
つ上のレベルから見つめ直すことであ
る。そのためには、勉強をして自分の
技術、知識をもう一段高めないといけ
ない。
　つまり機械、作業、技術の３点を
セットで実施したからこそ、継続的な
成果を上げることができた。技術や知
識を高める勉強を、「しない」、「さ
せない」、「与えない」現場は、決し
て変わらない。

　●㈱第一印刷所の例
　㈱第一印刷所は新潟県に本社を置く
総合印刷会社である。その最大の特徴
は、枚葉機13台、輪転機３台、フォー
ム輪転機８台、平台２台、製本機35
台、封入機器18台、印刷付帯機器22
台、その他、多数の機械を稼動させて
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いる。製造部全体で活動し、成果を上
げた点を紹介する。
　まず、修繕費を１年後に500万円
以上削減した。この修繕費はほとんど
が年間計画によって予算化されている。
例えば、ローラ、ジャケット、UVラ
ンプ、ドライヤー、触媒などは定期的
に交換される。その中に突発修理予算
700万円を組み込んでいる。その修
繕費が、予防保全活動を行ったら500
万円以上削減したのは何故か―。機
械停止時間と停止件数の変化を見る
と、時間比で47・2％削減し、件数で
は21・4％減。件数よりも時間が大幅
に減っている。１件当たりの機械停止
時間は33％も減っているのだ。つま
り王子パッケージのデータと同じよう
に、突発修理が激減した。突発故障予
算700万円を使う件数が少なくなった
のだ。しかも、計画修理をする場合で
も機械状態が良いので費用も少なくて
済む。これが700万円以上削減しえた
根拠である。
　そして、予防保全活動の３つめの
目標である生産性、品質がどうなった
か－。同社では、回転数などをパーセ
ントで示すようになっている。印刷物
によって、最高速で刷れるものもあれ
ば、10,000回転でしか刷れないも
のもある。仕事によって回転数を決め、
その回転数で印刷したら100％とす
る。枚葉機部門での16ヶ月間の平均は、
105・3％である。さらに事故率は製
造部全体で見ると、６％削減している。
　では、どのような活動を行ったか－。
メンテナンス・チェックシートは「保
守点検作業予定・実施確認表」となっ
ている。この「作業予定・実施確認」
というところがポイントである。月間
スケジュール表には、保守点検作業

予定が毎日、毎週、毎月ごとに数項目
書かれている。その横には所要時間が
書いてある。そして、日付の欄に丸が
ある。その日にメンテナンスを行うよ
うに予定があらかじめスケジュール化
されている。そして、メンテナンスを
行ったら、その丸に確認チェックを入
れる。メンテナンスには時間が必要で
ある。このように、工程管理に入れな
いとほとんどできない。何故ならば、
仕事は次々に入ってくるからである。
そのために結局後回しとなり、行った
ふりをしてごまかすことになる。
　メンテナンスを行っていくと、人
によりバラツキがでてくる。これは
必ずある。メンテナンスは具体的活動
であり、保全技術の差が出てくるから
である。それゆえ、基本作業・作業方
法を統一しマニュアル化している。さ
らに各機械には設備表示板が貼ってあ
り、メンテナンスに起因する印刷事故
が１ヶ月間なければ丸が付く。１年間
無事故であれば黄色い星が付くように
なっている。罰則規定はないが、全部
の機械に貼ってあるので、担当機長は
丸がないとみっともないと感じる。現
場のモチベーション高揚に大きな効果
を上げているが、その秘訣は、印刷事
故の中のメンテナンスに要因を限定し、
それを「見える化」したことである。

　当時の現場のトップは「突発故障を
少なくすることを狙っています。やる
ことをやっていれば、メーカーを呼ぶ
ような事故にはなりません。そのため
にはお金も時間もかかりますが、それ
を無くして、計画生産と品質アップは
ありません」と語っている。
　管理職の方は、もう一度自分の仕事
は何だろうか考えていただきたい。つ
まり、人、物、金、時間、情報をどの
ように投資するかである。よく、「時
間がなくて…」、「メンテナンスの時
間なんてないよ」との言葉を聞く。し
かしどの会社も時間は同じだけしかな
い。第一印刷所だけ25時間あるわけ
ではない。問題は重要度が低いという
だけの話である。だから、メンテナン
スの時間がないというのは、メンテナ
ンスをやる気持ちがないということの
いい換えでしかない。この活動は１日、
２日では効果がでない。最低１年、普
通は２年ぐらいかかる。そこまで先を
見れるかである。

　●土山印刷㈱の事例
　土山印刷㈱は、今年100年を迎え
た老舗の会社であるが、2006年に
新工場を建て、最新のデジタル工場
をスタートさせた。同年11月にリス
ロンS440（菊全判４色機）を導入。
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●愛知県印刷工業組合・印刷機予防保全セミナーより

印刷機械の予防保全
～その事例と改善のポイント～

講師：川名茂樹
　 　㈱小森コーポレーション 予防保全チーフアドバイザー

（５年５月度をベンチマーク：BM とし、５年８月から活動開始）

㈱第一印刷所／製造本部の修繕費用比較表

突発故障時間・件数の比較表

機械故障による休転時間比較



2008年にリスロンS640（菊全判６
色機）を増設、さらに、2010年には
スピカ426P（菊半裁４色反転機）を
導入している。そして、１シフトから
２シフトへ徐々に生産体制を倍増して
きた。
　新工場の稼動と同時にスタートした
KPM と品質強化活動の成果を紹介する。
印刷自己履歴から印刷事故件数⒜を調
べてみると、2007年10件、2008年
８件、2009年９件、2010年（７ヶ
月）３件である。一件変化がないと見
えるが、機械稼動状況率⒝を見ると驚
くべき数字となる。
　2006年納入の４色機は2007年2月
まで１シフト体制であったが、３月か
ら２シフト体制に移行した。この時の
機械稼動状況率⒝を100％とする。そ
うすると2008年は８月に６色機の増
設とその１シフトが加わるため127％
となる。
　なお、色数は計算しないで1台とし

ている。2009年は４色機が年間通
して2シフトで、６色機は３月から２
シフトに移行したので209％になる。
2010年は２台の２シフトで７ヶ月の
ため127％となる。印刷事故件数⒜を
機械稼動状況率⒝で割ると、印刷事故
率は2007年100％、2008年63％、
2009年43％、2010年は24％であ
る。削減率は76％である。機械が増え
生産体制と稼働時間が増えているのに、
印刷事故は減った。
　では、何を行っているか－。「KPM
年間パック」が実行された。このパッ
クは、機械メーカーサービスからの有
料の予防保全サポートプログラムであ
る。メンテナンス・チェックシートの
提供と指導、さらに、トレーニングや
各種サポートなどが組まれている。こ
の予防保全活動を工場全体で推進し
続けている。KOMORI 製の予防保全
チェックシートを自分たちの会社バー
ジョンにして毎日点検を行っている。

　また、どこの印刷会社も温湿度管理
を行っていると思うが、見習ってもら
いたい点がある。同社では温湿度の記
録表示を基準値と許容値を網掛けした
グラフにして、測定時の数値を点で入
れている。数字で書き込んで管理して
いるところを時々見かけるが、数字だ
と許容値に入っているかが一目でわか
らない。考えないとわからない。労多
くして効少なしであるが、グラフに点
で書き込むと一目でわかる。労少なく
て効多くである。また、5S活動も行い、
その状況を５段階評価している。
　リスロンS640は特色、ニス引きを
はじめとして、280線やFMスクリー
ン、ヘキサクロム印刷などにチャレン
ジし、商業印刷ばかりか美術印刷も定
期的に受注し商圏を拡大している。西
浦機長は､「４色印刷よりも気を使いま
すが、難しいものは勉強になりますし、
お客様から喜んでいただけるとやり
がいを感じます。プライドを持って印
刷をしていますから、全てが楽しいで
す」と語っている。若い人を育成しな
がら、“土山品質”を背負っていると
いうオペレータの責任感が皆を変えた。
　現場のオペレータの方々は「プライ
ドを持っているか」、「印刷が楽しいと
感じるか」､「オペレータが主役になっ
ているか」、もう一度、自社の印刷現
場と印刷オペレータに聞いてほしい。

　●中本総合印刷㈱の事例
　広島県の老舗総合印刷会社、中本総
合印刷㈱の事例を紹介する。
　同社は、“広島に中本総合あり”
といわれた非常に有名な会社であっ
た。車のマツダと一緒に延びてきたが、
2006年に赤字経営から、ユニバーサ
ルポストグループの一員となり、“新
生中本”として生まれ変わった会社で
ある。経営陣が変わり、リストラがは
じまった。その中でどのようにして立
ち直ってきたか－。
　修理件数履歴を見ると、2005年度
は機械台数が5台で28件、2006年度
に機械台数が2台増えたが30件、しか
し2007年度には12件になり、2005
年の43％に削減した。
　同社では機械点検表の白色用紙は日
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時点検、クリーム色は週次点検、ピン
ク色は月次点検、６ヶ月点検はモスグ
リーン色の用紙と工夫してメンテナン
スを行っている。また、保守管理報告
書を作り管理しているが、そのオフ輪
の2007年の例を見ると、KOMORI
が出張修理したのは３回しかない。と
ころが修理した工数は35ヶ所ある。
32ヶ所はオペレータが修理している
のだ。その内容も事後保全か、予防保
全か、改良保全か、書いてある。自分
たちでなんとか突発事故にしない、つ
まり事後保全にしないで、できるだけ
予防保全に変えていっている。そして
もっと改良して壊れないように工夫し
ている（改良保全）。
　品質の問題も関係する項目を全部あ
げ分析をする。分析してみると、21件
の品質不良の内16件が確認不良、12
件が調整不良であった。では確認不良
をどうするか。「もっとチャンと見
ろ」、「もっと頻繁に抜け」となるこ
とが一般的には多い。同社では、検査
の見方にバラツキがあるのではないか。
一番良い見方はどうかと考え、マニュ
アル化すれば早期発見になるのではな
いかと考えた。「経験20年以上の方
もいれば、１年の方もいる。ミスをし
て始めて学ぶ古典的なやり方を変える
ため、皆さんの抜き取り検査の方法を
教えてください」というアンケートを
全員にとった。どうやって、どこから、
どのように見ているか、どこにポイン
トを置いているかをアンケートし、検
査の方法をマニュアル化した。そして
常に新しく変えていっている。
　「古い歴史にどっぷりとつかってい
た意識を180度かえ、利益の出る会社
にする」これが“新生中本“の目指し
たものだ。まず、見える化をした。売
上、原価、粗利をはっきりわかるよう
にした。そのために部署ごとの作業1
分間あたりの原単価を出して、一つの
仕事ごとに全ての個別原価明細をはっ
きりさせた。目標の粗利を各部署ごと
に達成しているか、問題があればその
部署で対策を打った。一つ一つ潰して
いった。
　そして、情報は金額を含めて全部
オープンにした。例えば、印刷課か

ら「修繕費の残りが少ないので印刷部
門が使うと他部門が使えなくなるから
注意してほしい。新台を入れるには月
200万円のリース料金が発生するから、
利益を200万円出して新台を導入しよ
う。そのためには俺は何をすればよい
か」という話がされるようになった。
　もう一つは人事交流である。機械現
場はどんどんローテーションを組む。
それだけではない。印刷が刷版など何
でも行う。営業も刷版も印刷を行う。
ある時、製本機が故障して人手が必要
となったので、印刷機を止めて、社内
の営業も入って納品した。判断基準
は『そのほうが会社にとって利益にな
る』である。営業の手がなくて困って
いると、オペレータがネクタイをしめ
て営業に行く。これらの改革を2年間
やり続けた。
　大村常務は、「稼働率で勝負をせい
とはいわない。いくら回っても利益が
出ないのでは何にもならない。３年前
は通期で22億円の売上がありました
が、赤字でした。新生１期目はささや
かながら経常黒字に転換し、今期は昨
年度以上の経常黒字の見通しがついて
います。2008年９月で中本総合印刷
は80周年です。広島で“中本学校”と
までいわれた印刷の老舗ブランドは復
活したのです。今の体質なら売上が多
少減ったとしても利益が出せます。し
かし、厳しい状況はこれからも続くで
しょうから、作り上げた力を基に拡大
にはいります。すでに大手顧客からの
仕事が、徐々に増えてきました。そし
て、再建、リストラの中で心ならずも
去っていった人たちに、もう一度門戸

を開けるようになりたい」と語る。
　経営陣、営業、印刷現場の風通しは
どうか。皆が同じ目標を持って協力し
合っているか。仕事の中に生きがいを
感じているか。これが、生まれ変わり
をせざるを得なかった会社が復活し、
今や優良企業になった理由であろう。
　　
　●予防保全を成功させるために！　
　予防保全は「３人４脚」でなければ
絶対に成功しない。「３人４脚」は一
人が倒れたら皆倒れる。それぞれに役
割がありそれを実行しなければならな
い。経営者には人・物・金・時間・情
報の投資する仕方を変えてもらう。現
場は保全と改善活動をやる。メーカー
は性能保障とサポートをする。一人が
サボれば、皆倒れてしまう。
　しかしその“主役”はだれか。もち
ろん現場である。オペレータが変わり、
自走できるようにしなければならな
い。やりがいを感じている、毎日が楽
しいと思うようにならなければならな
い。そうなるために３者が汗をかくの
だ。それが成功事例から学ぶことであ
ろう。

　本稿は、愛印工組・教育委員会（松岡
祐司委員長）が、６月25日「ウインク
あいち」において行った、印刷予防保
全セミナー「印刷現場の予防保全～そ
の実例と改善ポイント～」講師：川名
茂樹氏の講演内容をまとめたものであ
る。印刷現場に携わる方には、是非、一
読願いたい内容である。（文責在記者）
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　毎年恒例の｢従業員・家族合同レクリエーション大会｣を下記
の要項で開催します。多くの皆さんの参加をお待ちしておりま
す。今回出掛けます｢長浜｣は、江戸時代の面影を残す古い町並
みが保存されており、散策とショッピング、そして、｢江・浅井
姉妹博覧会｣も楽しんでいただけます。
　【日帰りバスツアー】
　■場所　滋賀県長浜地区｢江・浅井姉妹博覧会見学とウオーキ
ング｣、「アグリパーク竜王でのぶどう狩り」
　■開催日：9月10日(土)
　■参加費：大人1人3,000円、子供1人2,000円

 ｢従業員・家族合同レクリエーション大会｣

みんなで
参加
しましょう

土山印刷㈱／印刷事故履歴

中本総合印刷㈱／KOMORI機の出張修理件数比較表

全機のミスロスクレーム件数履歴表



2008年にリスロンS640（菊全判６
色機）を増設、さらに、2010年には
スピカ426P（菊半裁４色反転機）を
導入している。そして、１シフトから
２シフトへ徐々に生産体制を倍増して
きた。
　新工場の稼動と同時にスタートした
KPM と品質強化活動の成果を紹介する。
印刷自己履歴から印刷事故件数⒜を調
べてみると、2007年10件、2008年
８件、2009年９件、2010年（７ヶ
月）３件である。一件変化がないと見
えるが、機械稼動状況率⒝を見ると驚
くべき数字となる。
　2006年納入の４色機は2007年2月
まで１シフト体制であったが、３月か
ら２シフト体制に移行した。この時の
機械稼動状況率⒝を100％とする。そ
うすると2008年は８月に６色機の増
設とその１シフトが加わるため127％
となる。
　なお、色数は計算しないで1台とし

ている。2009年は４色機が年間通
して2シフトで、６色機は３月から２
シフトに移行したので209％になる。
2010年は２台の２シフトで７ヶ月の
ため127％となる。印刷事故件数⒜を
機械稼動状況率⒝で割ると、印刷事故
率は2007年100％、2008年63％、
2009年43％、2010年は24％であ
る。削減率は76％である。機械が増え
生産体制と稼働時間が増えているのに、
印刷事故は減った。
　では、何を行っているか－。「KPM
年間パック」が実行された。このパッ
クは、機械メーカーサービスからの有
料の予防保全サポートプログラムであ
る。メンテナンス・チェックシートの
提供と指導、さらに、トレーニングや
各種サポートなどが組まれている。こ
の予防保全活動を工場全体で推進し
続けている。KOMORI 製の予防保全
チェックシートを自分たちの会社バー
ジョンにして毎日点検を行っている。

　また、どこの印刷会社も温湿度管理
を行っていると思うが、見習ってもら
いたい点がある。同社では温湿度の記
録表示を基準値と許容値を網掛けした
グラフにして、測定時の数値を点で入
れている。数字で書き込んで管理して
いるところを時々見かけるが、数字だ
と許容値に入っているかが一目でわか
らない。考えないとわからない。労多
くして効少なしであるが、グラフに点
で書き込むと一目でわかる。労少なく
て効多くである。また、5S活動も行い、
その状況を５段階評価している。
　リスロンS640は特色、ニス引きを
はじめとして、280線やFMスクリー
ン、ヘキサクロム印刷などにチャレン
ジし、商業印刷ばかりか美術印刷も定
期的に受注し商圏を拡大している。西
浦機長は､「４色印刷よりも気を使いま
すが、難しいものは勉強になりますし、
お客様から喜んでいただけるとやり
がいを感じます。プライドを持って印
刷をしていますから、全てが楽しいで
す」と語っている。若い人を育成しな
がら、“土山品質”を背負っていると
いうオペレータの責任感が皆を変えた。
　現場のオペレータの方々は「プライ
ドを持っているか」、「印刷が楽しいと
感じるか」､「オペレータが主役になっ
ているか」、もう一度、自社の印刷現
場と印刷オペレータに聞いてほしい。

　●中本総合印刷㈱の事例
　広島県の老舗総合印刷会社、中本総
合印刷㈱の事例を紹介する。
　同社は、“広島に中本総合あり”
といわれた非常に有名な会社であっ
た。車のマツダと一緒に延びてきたが、
2006年に赤字経営から、ユニバーサ
ルポストグループの一員となり、“新
生中本”として生まれ変わった会社で
ある。経営陣が変わり、リストラがは
じまった。その中でどのようにして立
ち直ってきたか－。
　修理件数履歴を見ると、2005年度
は機械台数が5台で28件、2006年度
に機械台数が2台増えたが30件、しか
し2007年度には12件になり、2005
年の43％に削減した。
　同社では機械点検表の白色用紙は日
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時点検、クリーム色は週次点検、ピン
ク色は月次点検、６ヶ月点検はモスグ
リーン色の用紙と工夫してメンテナン
スを行っている。また、保守管理報告
書を作り管理しているが、そのオフ輪
の2007年の例を見ると、KOMORI
が出張修理したのは３回しかない。と
ころが修理した工数は35ヶ所ある。
32ヶ所はオペレータが修理している
のだ。その内容も事後保全か、予防保
全か、改良保全か、書いてある。自分
たちでなんとか突発事故にしない、つ
まり事後保全にしないで、できるだけ
予防保全に変えていっている。そして
もっと改良して壊れないように工夫し
ている（改良保全）。
　品質の問題も関係する項目を全部あ
げ分析をする。分析してみると、21件
の品質不良の内16件が確認不良、12
件が調整不良であった。では確認不良
をどうするか。「もっとチャンと見
ろ」、「もっと頻繁に抜け」となるこ
とが一般的には多い。同社では、検査
の見方にバラツキがあるのではないか。
一番良い見方はどうかと考え、マニュ
アル化すれば早期発見になるのではな
いかと考えた。「経験20年以上の方
もいれば、１年の方もいる。ミスをし
て始めて学ぶ古典的なやり方を変える
ため、皆さんの抜き取り検査の方法を
教えてください」というアンケートを
全員にとった。どうやって、どこから、
どのように見ているか、どこにポイン
トを置いているかをアンケートし、検
査の方法をマニュアル化した。そして
常に新しく変えていっている。
　「古い歴史にどっぷりとつかってい
た意識を180度かえ、利益の出る会社
にする」これが“新生中本“の目指し
たものだ。まず、見える化をした。売
上、原価、粗利をはっきりわかるよう
にした。そのために部署ごとの作業1
分間あたりの原単価を出して、一つの
仕事ごとに全ての個別原価明細をはっ
きりさせた。目標の粗利を各部署ごと
に達成しているか、問題があればその
部署で対策を打った。一つ一つ潰して
いった。
　そして、情報は金額を含めて全部
オープンにした。例えば、印刷課か

ら「修繕費の残りが少ないので印刷部
門が使うと他部門が使えなくなるから
注意してほしい。新台を入れるには月
200万円のリース料金が発生するから、
利益を200万円出して新台を導入しよ
う。そのためには俺は何をすればよい
か」という話がされるようになった。
　もう一つは人事交流である。機械現
場はどんどんローテーションを組む。
それだけではない。印刷が刷版など何
でも行う。営業も刷版も印刷を行う。
ある時、製本機が故障して人手が必要
となったので、印刷機を止めて、社内
の営業も入って納品した。判断基準
は『そのほうが会社にとって利益にな
る』である。営業の手がなくて困って
いると、オペレータがネクタイをしめ
て営業に行く。これらの改革を2年間
やり続けた。
　大村常務は、「稼働率で勝負をせい
とはいわない。いくら回っても利益が
出ないのでは何にもならない。３年前
は通期で22億円の売上がありました
が、赤字でした。新生１期目はささや
かながら経常黒字に転換し、今期は昨
年度以上の経常黒字の見通しがついて
います。2008年９月で中本総合印刷
は80周年です。広島で“中本学校”と
までいわれた印刷の老舗ブランドは復
活したのです。今の体質なら売上が多
少減ったとしても利益が出せます。し
かし、厳しい状況はこれからも続くで
しょうから、作り上げた力を基に拡大
にはいります。すでに大手顧客からの
仕事が、徐々に増えてきました。そし
て、再建、リストラの中で心ならずも
去っていった人たちに、もう一度門戸

を開けるようになりたい」と語る。
　経営陣、営業、印刷現場の風通しは
どうか。皆が同じ目標を持って協力し
合っているか。仕事の中に生きがいを
感じているか。これが、生まれ変わり
をせざるを得なかった会社が復活し、
今や優良企業になった理由であろう。
　　
　●予防保全を成功させるために！　
　予防保全は「３人４脚」でなければ
絶対に成功しない。「３人４脚」は一
人が倒れたら皆倒れる。それぞれに役
割がありそれを実行しなければならな
い。経営者には人・物・金・時間・情
報の投資する仕方を変えてもらう。現
場は保全と改善活動をやる。メーカー
は性能保障とサポートをする。一人が
サボれば、皆倒れてしまう。
　しかしその“主役”はだれか。もち
ろん現場である。オペレータが変わり、
自走できるようにしなければならな
い。やりがいを感じている、毎日が楽
しいと思うようにならなければならな
い。そうなるために３者が汗をかくの
だ。それが成功事例から学ぶことであ
ろう。

　本稿は、愛印工組・教育委員会（松岡
祐司委員長）が、６月25日「ウインク
あいち」において行った、印刷予防保
全セミナー「印刷現場の予防保全～そ
の実例と改善ポイント～」講師：川名
茂樹氏の講演内容をまとめたものであ
る。印刷現場に携わる方には、是非、一
読願いたい内容である。（文責在記者）
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　毎年恒例の｢従業員・家族合同レクリエーション大会｣を下記
の要項で開催します。多くの皆さんの参加をお待ちしておりま
す。今回出掛けます｢長浜｣は、江戸時代の面影を残す古い町並
みが保存されており、散策とショッピング、そして、｢江・浅井
姉妹博覧会｣も楽しんでいただけます。
　【日帰りバスツアー】
　■場所　滋賀県長浜地区｢江・浅井姉妹博覧会見学とウオーキ
ング｣、「アグリパーク竜王でのぶどう狩り」
　■開催日：9月10日(土)
　■参加費：大人1人3,000円、子供1人2,000円

 ｢従業員・家族合同レクリエーション大会｣

みんなで
参加
しましょう

土山印刷㈱／印刷事故履歴

中本総合印刷㈱／KOMORI機の出張修理件数比較表

全機のミスロスクレーム件数履歴表
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　全日本印刷工業組合連合会（水上
光啓会長）は、IGAS2011会期中の
９月16日午後２時より、東京ビッ
クサイト会議棟において「全印工連
フォーラム2011」を開催する。
　第１部では､｢全印工連メッセージ」
として、業態変革推進企画室から７
年目を迎えた業態変革の集大成「業
態変革実践プラン総集編―全印工連
2012計画」を発表する。業界を取り
囲む環境は益々大きく変化している。
この変化に適応するための業態変革
の重要性はより高まっている。また、
印刷産業ビジョン研究会からは、印
刷業界と密接な関係にある印刷関連
業界と連携して、今後の対応につい
て、印刷関連業界全体の大きな視点
から､「印刷物の減少を抑える対応｣､
「印刷物を伸ばす対応」､「ソリュー
ション展開への対応」の３テーマに
ついて考察を行う。
　第２部の「海外企業研究セミ
ナー」では、米国印刷会社WILEN
社ダリンウィレン社長を招き、米国
印刷業界の現状からWILEN社の取り
組みとその戦略などを聞く。同社の、
マーケティング・サービスプロバイ
ダーとして大きく成長・躍進する実
態を学ぶまたとない機会となる。
　【開催概要】
　日時＝９月16日㈮午後２時～５時

　会場＝東京ビックサイト会議棟
　参加費＝１人3,000円(税込み)
　【スケジュール】
　▼第１部　全印工連メッセージ／

「業態変革実践プラン総集編―全印
工連2012計画」(業態変革推進企画室)、
「印刷関連業界と考えるこれからの
印刷産業」(印刷産業ビジョン研究会)。
　▼第２部　海外企業研究セミナー
／「米国印刷会社WILEN社の成長戦
略とその実態」WILEN社ダリン ウィ
レン社長。
　▼事前申し込みが必要。全印工連
FAX(03)3552-7727まで。

　印刷機材団体協議会は、NPO法人
クリーン・プリントと共催で、９月
18㈰午前10時より東京ビッグサイト
会議棟６階会議室において､「環境国
際フォーラム」を開催する。
　フォーラムは､イギリスで紙メディア
及び印刷における環境問題について
活動を行っているNPO法人Two Sides
の代表であるMartyn Eustase氏の講演
と、環境問題や多様なメディアにつ
いて造詣の深い方々によるシンポジ
ウムを行う。
　【開催概要】
　名称＝環境国際フォーラム「サス
ティナブル時代における紙メディア
の役割とは」
　日時＝9月18日㈰午前10時～12時30分
　場所＝東京ビッグサイト会議棟
　対象者＝印刷会社、印刷機材メー
カー、製紙会社などの印刷関連企業
及び一般企業などの経営者、CSR、
マーケティング担当者など。
　内容＝講演とシンポジウム

　主催＝NPO法人クリーン・プリン
ト、印刷機材団体協議会
　「このような講演シンポジウムを、
印刷に関わる多くの業種の企業が集
うIGAS期間中に開催することにより、
印刷の進むべき方向性について、関
連業界全体が意識を共有する機会に
なることを期待している」と、印刷機
材団体協議会ではコメントしている。

■先月号において、「愛知県印刷会館」
竣工の地鎮祭について、一部報告させて
いただきましたが、今月号ではその詳細を
お知らせいたします。完成は、来春１月半
ばです。完成までの模様を逐次写真など
で報告したいと思います。■本誌がお手
元に届く頃から盆休みが始まるかと思いま
す。節電対策の影響で、例年より多くの休
暇を取る企業もあろうかと思いますが、暑さ
に負けず、くれぐれも体調管理に気を付け
ていただきたいと思います。
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巻頭言

　今、企業が求める人材とは即戦力であると言
われます。即戦力というと、高いスキル、専門
分野の知識、業務経験と言うのではなく、「自
分で考えて行動できる人」、「自分でものを考
えられる力、自律性」のできる即戦力性が求め
られています。これは自分自身の「行動原則」、
「自分のルール」を持っているかです。自分が
立てた目標をどのようにやり遂げた、どのよう
な戦略で対応したのか。そしてそれらの結果は
どうだったのか。自分のやり方は通用したのか。
通用しなかったとしたら、その原因は何なのか。
こういった考えを持っていたかが学生に求めら
れています。
　社会人としての基本ルールやマナー、仕事の
効率的な進め方、仕事に役立つ基本知識を習得、
能力の向上のみならず、組織におけるコミュ
ニケーション力、業務における最適なコミュ
ニケーション手段と方法等々自分でものを考
えられる要素を入れた様々な研修を企画し、い
かに積極的に個人を表現でき自律性を養い、ま
た、一人の人間として幸せな人生を歩んでいく
ために必要な「心の基礎力」の育成に重点を置
き、人間力を高めるセミナーを本年、組合事業
として国の新入社員助成金制度を利用し、延べ
30日（216時間）の教育訓練を実施してきまし
た。このセミナーも残すところフォローアップ
講習会を含め数日となり、すでに助成金を請求

（研修費用＋人件費用数ヶ月分）された企業も
あります。
　例年ですと１日もしくは２日の日程で「印刷
営業とは」など、一部の新入社員向けに行って
おりましたが、本年度は、規律・礼節から印刷
営業、制作者向け、製造担当者向けなど、すべ
ての新入社員の方に受けていただける内容にし、
企業負担を軽減すべく、助成金制度を利用でき
る様に、申請の手続きの手伝いも行わせていた
だきました。後半を残し、参加された組合企業
の皆さんに、新入社員の方が各セミナーに参加
された感想等の報告をさせていただきました。
　大震災以後の開催となり、人間力の大切さが
改めてクローズアップされ企業内での教育の重
要性が再認識される中での研修会となり、企業
に求められる社会人を育成し、より長く、より
優秀な人間を作り上げる手助けができたのでは
ないかと思います。本年度実施し、研修会での
反省点等を来年度に向け更にバージョンアップ
した研修会を実施していければと考えておりま
す。愛印工組のこの事業は、理事長をはじめ多
くの皆さんのご協力により開催し、全印工連で
も紹介され、次年度は、東印工組をはじめ、多
くの工組でも実施を計画されているとお聞きし
ております。次年度も当工組は実施予定してお
りますので、是非、ご参加いただきたいと思い
ます。

組合員にメリットを

副理事長　岡田　邦義

事務局だより

お知らせ
■「全印工連フォーラム2011」

「全印工連メッセージ」「海外研究セミナー」
９月16日東京ビックサイト会議棟

■「環境国際フォーラム」

「サスティナブル時代における紙メディアの役割とは」
９月18日東京ビッグサイト会議棟
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